
桜川市議会だより 第47号
平 成29年 ５ 月 １ 日 発 行

1011

いこいの家管理事業
　いこいの家は、高齢者の交流の場として利用
していたが、現在は、スポーツ少年団の大会時
に利用されています。しかし、施設が老朽化し
ており、行財政改革の観点からも施設の廃止に
向けて検討するよう要望しました。

学童クラブ指導員の確保
　学童クラブでは、勤務時間帯に就労できる人
材が少なく、指導員の確保に苦慮しているとの

ことだが、学童クラブを安定的に運営するため、
指導員報酬の引き上げを検討し、学童クラブの
指導員の確保を図るよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生活保護費
　被保護者の内訳では、高齢者が全体の46.5％
を占めている。また、稼働年齢にあるが就労し
ていない生活保護者もいる状況から、就労支援
を強化し、自立した生活が送れるような指導を
要望しました。

桃山学園校歌作成委託料
　校歌作成委託料50万円については、外部に
委託し、新たに校歌をつくることが、準備委員
会で決定されたことによる計上であるが、伝統
の継承と地域各世代間のきずなに重きを置き、
外部委託作成ではなく、桃山中学校校歌を残す
べきではないかとの意見が出ました。校歌・校
章等の決定に当たっては、学校が地域コミュニ
ティーの中核として果たしてきた役割に配慮し、
引き続き慎重な審議を経て、決定が行われるこ
とを要望しました。
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葉枯病対策
　縞葉枯病対策として、関係機関と連携を図りなが
ら、空中防除事業などを推進し、被害の拡大・防止
に努めるよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農業経営支援
　新規就農者が、農業経営に向けた知識・技術を
習得し、農業者として自立できるよう関係機関と連
携し、指導や助言を実施するとともに、新たに制定
した市補助金などを活用できるよう周知を図ること
を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

イノシシ被害防止対策
　農産物被害の防止に努めているが、イノシシ被害が
農業に与える影響は深刻であり、関係機関と連携しさ
らなる被害防止対策の強化を図るよう要望しました。

商工業の活性化
　いばらきストーンフェスティバル及び桜川市大和
（まほろば）石まつりの補助金については、商工業
の活性化が図れるよう、関係機関がより一層強く連
携することを要望しました。また、上野沼やすらぎ
の里キャンプ場の土地借上料については、厳しい財
政状況も勘案し見直しを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

橋梁等の長寿命化対策
　橋梁等「道路施設」の老朽化が年々進行している
ことから、点検と補修を計画的に実施し、長寿命化
対策を図り、安全・安心な道路利用環境を確保する
など道路の維持補修を着実な推進を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農業集落排水施設の維持管理
　近年、処理施設の経年劣化により早急な修繕が
求められているが、厳しい財政状況であることから、
中長期的な修繕計画を立て、経費節減に努め、施
設の維持管理に取り組むよう要望しました。

歳入
　国の経済政策により、景気は回復傾向にあると言
われながらも、地方での景気回復は遅れ、依然厳し
い財政状況下にあります。普通交付税の減少が見込
まれる中、茨城租税債権管理機構との連携を図り、
市税の収納率向上に努めるなど、引き続き自主財源
確保に向けた取り組みを行うよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

歳出
　平成29年度予算については、大型事業の実施に
より、市債残高がふえるため、財政の硬直化が心配
されます。財政健全化の指標である将来負担比率は、
平成27年度決算において、79.3％でしたが、過去
最高であった平成20年度の156.2％を超えること
のないように留意し、財政健全化に努めるよう要望
しました。

公共交通網の整備
　公共交通については、平成30年10月に、さくら
がわ地域医療センターが開院を予定していることか
ら、高齢者などの交通弱者への移動手段の確保が
必要となるため、現在行っている広域連携バスの岩
瀬駅までの延伸を視野に、さくらがわ地域医療セン
ターまでデマンドタクシーの再編を含め、交通網の
整備を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

不燃ごみとリサイクルごみの分別
　ごみの分別を徹底することで、前年度対比50％
以上の減少が見込まれる。一方、清掃費の筑西広
域市町村圏事務組合に対する負担金は減少傾向に
ありますが、引き続きごみの減量化に向け、努力す
るよう要望しました。
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